
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

て
い
る
関
係
で
、
最
近
は
医
療
Ａ
Ｉ
や
医

療
Ｉ
Ｔ
、
医
療
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
研

究
者
が
本
学
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
多
様
な
研
究
を
連
携
さ
せ
、
社
会
に

活
か
す
好
循
環
を
生
む
よ
う
な
未
来
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、From

 Bench 
to Bedside to Com

m
unity

（
研
究
室

で
行
わ
れ
た
研
究
の
結
果
を
用
い
て
、
患

者
を
治
療
す
る
た
め
の
新
た
な
方
法
を
開

発
し
、
そ
れ
を
地
域
に
活
か
す
こ
と
）
と

い
う
考
え
方
で
す
。
ま
た
、
大
学
発
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」

都
道
府
県
と
大
学
の
二
段
階
入
試

全
寮
制
で
人
間
性
を
育
む

　

自
治
医
科
大
学
医
学
部
に
入
学
す
る
た

め
に
は
、
各
都
道
府
県
で
の
１
次
試
験
と
、

自
治
医
科
大
学
で
の
２
次
試
験
の
二
段
階

の
入
学
試
験
  （5）

に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
「
現
役
の
高
校
生
だ
け
で
な
く
、
別
の

領
域
に
進
ん
だ
が
医
学
に
方
向
転
換
し
た

い
人
な
ど
も
歓
迎
し
ま
す
」（
永
井
学
長
）

　自治医科大学は、医療に恵まれないへき地等における医
療の確保及び向上と、地域住民の福祉の増進を図るため、
1972年に全国の都道府県が共同して設立した私立大学で
す。「医療の谷間に灯をともす」をミッション（使命）に
掲げ、開学以来、5000人近い卒業生が、地域医療、保健、
福祉に多大な貢献をしてきました。
　医師国家試験合格率は常にトップクラスで、高い水準ま
で学生を引き上げるための丁寧な教育と、臨床に長けた総
合医を育成するカリキュラムには定評があります。
　卒業後、出身都道府県の公立病院等で勤務をすることを
条件に、入学金・授業料が実質不要になる独自の制度があ
ります。また、医学部生全員が寮生活を送り、医師に必須
なコミュニケーション能力や協調性を培います。

「
医
療
の
谷
間
に
灯
を
と
も
す
」
を
使
命
に
、

グ
ロ
ー
カ
ル
な
医
師
を
全
国
に
輩
出
。

臨
床
重
視
の
手
厚
い
教
育
を
実
践

自治医科大学
〒329-0498　栃木県下野市薬師寺3311-1　学事課入試広報係　TEL 0285-58-7045　https://www.jichi.ac.jp/

地
域
に
根
ざ
し
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

〝
活
私
開
公
〞
の
医
師
を
養
成

　

全
国
の
都
道
府
県
が
共
同
で
設
立
し
た

自
治
医
科
大
学
は
、
医
療
に
恵
ま
れ
な
い

地
域
の
医
療
を
確
保
し
、
地
域
住
民
の
保

健
・
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
医
の
倫

理
に
徹
し
、
か
つ
高
度
な
臨
床
的
実
力
を

有
し
、
更
に
進
ん
で
地
域
の
医
療
・
福
祉

に
貢
献
す
る
気
概
あ
る
医
師
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
医
学
の
進
歩
を
図
り
、
ひ
ろ

く
人
類
の
福
祉
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
建

学
の
精
神
と
し
、「
医
療
の
谷
間
に
灯
を

と
も
す
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
創
立
50

周
年
を
過
ぎ
た
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
医
学
部
で
は
、
経
済
的

事
情
に
よ
り
学
び
の
機
会
が
失
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
入
学
金
・
授
業
料
が
実

質
不
要
に
な
る
制
度
を
実
施
し
、
広
く
門

戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
修
学
資

金
貸
与
制
度
  （1）

」
で
、
卒
業
後
へ
き
地
を

含
む
都
道
府
県
の
公
立
病
院
等
に
９
年
間

勤
務
す
る
こ
と
で
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
奨
学
資
金
貸
与
制
度
」
も
整

備
し
て
い
る
の
で
、
生
活
費
な
ど
経
済
的

な
面
に
悩
む
こ
と
な
く
、
勉
学
に
集
中
す

と
も
重
要
で
す
ね
」（
永
井
学
長
）

　

５
、６
年
次
に
は
、
医
師
と
し
て
必
要

な
知
識
を
問
う
「
総
合
判
定
試
験
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
５
年
次
終
了
時
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
学
生
は
、
６
年
次

の
約
半
年
間
、
自
主
的
な
臨
床
実
習
が
で

き
る
「
フ
リ
ー
コ
ー
ス
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
ド
ク
タ
ー
（
Ｆ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
制
度
  （2）

」
に

よ
り
、
国
内
外
で
の
豊
か
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
学
生
を
都
道
府
県
か
ら
お
預
か
り
し

て
公
務
員
と
し
て
返
す
わ
け
で
す
か
ら
、

回
り
道
を
す
る
こ
と
な
く
早
く
医
師
に
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
優
秀
な
者
に
は
能

力
を
自
由
に
伸
ば
し
て
も
ら
い
、
学
力
が

十
分
で
な
い
者
に
は
個
人
指
導
や
課
外
授

業
を
行
う
な
ど
、
非
常
に
熱
心
に
教
育
を

し
て
い
ま
す
」（
永
井
学
長
）

　

他
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
国
の
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
自
治

医
科
大
学
１
期
生
の
尾
身
茂
氏
に
よ
る

「
国
際
医
療
」
に
つ
い
て
の
講
義
や
、
医

療
や
保
健
政
策
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
卒

業
生
に
よ
る
講
義
や
実
習
指
導
も
学
生
の

成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
充
実
し
た
教
育
の
成
果
は
、

医
師
国
家
試
験
に
お
い
て
長
年
全
国
ト
ッ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
他
大
学
の
地
域
枠
と
違
う
の
は
、
へ

き
地
勤
務
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
間
地
や
離
島
な
ど
、
無
医
地
区
な
ど
の

医
療
を
担
う
志
を
も
っ
た
人
、
滅
私
奉
公

で
は
な
く
、
自
分
を
活
か
し
公
共
に
貢
献

す
る
〝
活
私
開
公
〞
が
で
き
る
人
、
地
域

に
根
ざ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
る
グ

ロ
ー
カ
ル
な
人
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
、
永
井
良
三
学
長
は
自
治
医
科

大
学
の
目
指
す
医
師
像
を
語
り
ま
す
。

総
合
医
を
育
て
る
臨
床
重
視
の
教
育
で

医
師
国
家
試
験
合
格
率
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　

自
治
医
科
大
学
医
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
学
生
が
卒
業
の
時
点
で
臨
床
医
学

に
つ
い
て
広
範
か
つ
高
度
な
基
礎
的
能
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
６
年
間

の
一
貫
教
育
と
し
て
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

１
年
次
か
ら
早
期
体
験
実
習
と
し
て
院

内
で
の
患
者
付
き
添
い
実
習
が
始
ま
り
、

他
大
学
よ
り
１
年
早
い
４
年
次
か
ら
臨
床

実
習
＝
Ｂ
Ｓ
Ｌ
（Bed Side Learning

）

を
開
始
。
６
年
生
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

実
習
が
あ
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。
そ

の
実
習
先
と
な
る
の
が
、
併
設
の
自
治
医

科
大
学
附
属
病
院
や
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療

セ
ン
タ
ー
、
自
治
医
科
大
学
附
属
さ
い
た

ま
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
高
度
医
療
拠
点

病
院
で
、
地
域
医
療
現
場
で
の
実
習
も
あ

り
ま
す
。

　
「
臨
床
医
学
に
は
哲
学
が
あ
り
ま
す
。

私
も
医
学
史
や
統
計
の
歴
史
、
医
療
機
器

の
物
理
学
な
ど
、
１
年
生
に
年
４
回
ほ
ど

講
義
を
し
ま
す
。
医
療
制
度
や
医
療
政
策
、

地
域
の
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ

（1） 修学資金貸与制度
　入学から卒業までの合計６年間、入学者全員
に学生納付金相当額及び入学時学業準備費を貸
与するもので、実質的に入学金や授業料が不要
になるシステム。大学を卒業後直ちに、本人の
第１次試験の試験地に属する都道府県知事の意
見を聴き指定する公立病院等に医師として９年
間勤務することで返還が免除される。

（2） フリーコース・スチューデント
ドクター制度（FCSD）

　５年次終了時において、すでに医師国家試験
合格レベルの知識を有し、かつ志の高い優秀な
学生に対し与えられる自由な研修・研鑽制度。
６年次の４月から11月までの半年間、自主的に
研修や実習プログラムを作成し、学内教員の指
導のもとで受講する。研修先は国内のみならず
海外の病院でも可能で、実際にアフリカへ行っ
た学生もいる。当制度に選ばれた学生は、授業
の出席、卒業試験が免除される上、研修に係る
資金については大学の補助が出る。

（3） 医師国家試験合格率
　自治医科大学の医師国家試験合格は、2024
年度実施試験では全国１位の100%。直近の12
年間で全国１位を11回達成している。第１期卒
業生が受験した1978年から2024年までで全国
トップ合格率が22回という記録を誇る。

（4） 遺伝子治療と『奇跡の子どもたち』
　『奇跡の子どもたち』はAADC欠損症という神
経希少難病の子どもたちが、自治医科大学が開
発した新たな遺伝子治療法により回復するまで
を追ったドキュメンタリー映画。科学技術映画
祭で最高賞の内閣総理大臣賞を受賞。

（5） 入学試験
　入試選抜は都道府県単位で行われるため、出
願地となる都道府県を１か所選択し出願書類を
提出する。この出願地が第１次試験場所となり、
また修学資金貸与制度により卒業後一定期間勤
務する場所となる。第１次試験は、マークシート
式の学力試験と面接試験。これに合格した者が、
自治医大での第２次試験に臨む。内容は、記述
式学力試験と面接試験で、面接は都道府県単位
で集団面接と個人面接が実施される。第１次試
験、第２次試験および提出された調査書などの
必要書類により総合判断すると共に、建学の趣
旨を理解し、地域医療に進んで取り組む気概の
ある者を各都道府県から若干名ずつ選抜する。

プ
ク
ラ
ス
の
合
格
率
  （3）

を
維
持
し
て
い
る

こ
と
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
治
医
科
大
学
の
卒
業
生
の
中
に
は
、

５
つ
も
６
つ
も
専
門
医
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
欧
米
と
異
な
り
、
日
本

の
医
療
提
供
体
制
の
中
で
は
、
む
し
ろ
何

ら
か
の
専
門
を
持
ち
つ
つ
、
患
者
さ
ん
を

総
合
的
に
診
る
技
術
、
能
力
、
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
を
も
っ
た
医
師
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
永
井
学
長
は
総
合
医
の
重
要
性

を
強
調
し
ま
す
。

先
端
研
究
か
ら
地
域
研
究
ま
で

多
彩
な
研
究
と
幅
広
い
教
授
群

　

自
治
医
科
大
学
医
学

部
に
は
数
多
く
の
研
究

施
設
が
あ
り
、
幅
広
い

研
究
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
教
員
・
教
授
群

も
40
以
上
の
大
学
出
身

者
で
構
成
さ
れ
、
実
に

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
豊
か
。

過
去
５
年
間
の
科
研
費

の
新
規
採
択
率
も
平
均

39
・
４
％
と
研
究
力
の

高
さ
が
窺
え
ま
す
。

　
「
注
目
す
べ
き
研
究

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
本
学
は
遺
伝
子
治

療
の
メ
ッ
カ
で
、
映
画

『
奇
跡
の
子
ど
も
た

ち
  （4）

』
で
有
名
に
な
り

ま
し
た
」
と
永
井
学
長
。

　

通
称
「
ピ
ッ
グ
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
先
端
医
療
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
我

が
国
有
数
の
大
型
動
物
実
験
施
設
で
す
。

ブ
タ
を
用
い
た
異
種
移
植
に
よ
る
再
生
医

療
研
究
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

曲
が
り
く
ね
っ
た
小
腸
を
尺
取
虫
の
よ

う
に
、
２
つ
の
風
船
を
使
っ
て
進
む
小
腸

内
視
鏡
を
開
発
し
、
世
界
を
席
巻
し
た
の

は
本
学
の
山
本
博
徳
教
授
で
す
。

　

分
子
病
態
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
抗
加
齢

医
学
研
究
部
で
は
、
リ
ン
が
老
化
を
加
速

し
、
腎
臓
病
の
原
因
と
な
る
な
ど
の
仮
説

を
立
て
、
医
工
連
携
で
リ
ン
を
取
り
除
く

カ
ラ
ム
（
円
筒
状
の
装
置
）
を
開
発
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
医
療
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
治
医

大
な
ら
で
は
の
全
国
の
小
さ
な
コ
ホ
ー
ト

（
同
じ
特
性
を
も
つ
集
団
）
を
集
め
、
川

崎
病
な
ど
の
疫
学
調
査
や
地
域
に
根
ざ
し

た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
や
自
治
体

と
連
携
し
た
医
療
政
策
研
究
も
得
意
と
し

て
い
ま
す
。

　

国
の
医
療
政
策
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い

る
永
井
学
長
は
、
研
究
と
そ
の
未
来
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
私
が
内
閣
府
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

自治医科大学

永
なが

井
い

良
りょうぞう

三学長
1974年東京大学医学部卒業、医学博
士。専門は循環器病学。1999年東京
大学大学院医学系研究科内科学専攻
循環器内科教授。2009年東京大学医
学部附属病院病院長。12年より現職。
同年東京大学名誉教授に就任。19年
より宮内庁皇室医務主管。日本医師
会医学賞、紫綬褒章ほか受賞歴多数。

　

全
寮
制
を
採
っ
て
い
る
こ
と
も
、
自
治

医
科
大
学
医
学
部
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
で
す
。

厳
し
い
試
験
を
突
破
し
入
学
し
た
暁
に
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
寮
で
文
字
通
り
全

国
か
ら
集
ま
る
同
じ
志
を
持
っ
た
学
生
た

ち
と
の
共
同
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

寮
生
活
を
通
し
て
、
地
域
医
療
の
実
現
に

必
要
な
他
者
と
の
意
思
疎
通
能
力
や
自
主

性
、
協
調
性
を
育
み
ま
す
。

　

最
後
に
永
井
学
長
は
、
自
治
医
科
大
学

医
学
部
を
目
指
す
人
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
す
。

　
「
人
間
、
社
会
、
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
と
こ
と
に
好
奇
心
を
も
つ
こ
と
。
そ
し

て
考
え
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、『
読
む
・
書
く
・
話

す
・
考
え
る
』
を
鍛
え
て
ほ
し
い
。
医
師

は
人
間
が
好
き
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

競
争
社
会
で
勉
強
す
る
中
で
も
、
人
に
共

感
す
る
能
力
を
自
ら
育
て
て
く
だ
さ
い
」

医学部学生寮

045 卓越する大学 自治医科大学 044
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